平成23年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：環境管理費　目：環境管理推進費

	事業名:　 eq \o\ac(□,新)カーボン・オフセット推進事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）  　  

環境生活部　地球環境課　清流の国ぎふづくり推進室
  　  

清流の国ぎふづくり推進担当　電話番号：058-272-1111（内2695）            

 E-mail：c11264@pref.gifu.lg.jp



      
	事業費


　 要求額：3,685千円（前年度予算額：0千円）

	事業内容


	１　事業の内容


（１）オフセット・クレジットのマッチング促進

・岐阜県カーボン・オフセット・フォーラムの設立

・オフセット・クレジットの売り手と買い手のマッチングのためのイベントを開催

・企業訪問及びカーボン・オフセットＰＲ用ＤＶＤによる販売促進
（２）広域における取組の促進

・３県１市によるワーキンググループ会議の開催

	２　所要経費


（１）オフセット・クレジットのマッチング促進　　3,615千円

（２）広域における取組の促進　　70千円

	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅳ　美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり

１　森・川・海をつなぐ清流とふるさとの自然を守る
	２　これまでの取組状況


・事業活動においてＣＯ２削減努力をし、どうしても削減できない部分について他の取組みなどにより相殺するというカーボン・オフセットの考え方が環境省を中心に進められている。
・岐阜県においても「第３０回全国豊かな海づくり大会～ぎふ長良川大会～」において、カーボン・オフセットの取組みを実施した。
・平成２２年９月に開催された３県１市知事・市長会議において、「カーボン・オフセット」の推進に向けた取組みについて本県から提案を行った結果、ワーキンググループを立ち上げて、情報交換などを進めていくことで合意した。
・オフセットする対象としてのクレジットについて、岐阜県では豊かな森林資源を活かしＪ－ＶＥＲクレジットの発行を進めている。
	３　これまでの取組に対する評価


環境省のＪ－ＶＥＲ制度は、クレジットの認証・発効・管理のみを行うため、事業者が省エネルギー対策を実施してクレジットを創出しても、自ら買い手を探す必要があり、それは容易なことではない。
そこで事業者がカーボン・オフセットの制度を容易に活用できるように売り手と買い手のマッチングを行う仕組みが必要である。
	決定額の考え方


現時点でのオフセット・クレジットの取引に係る実需や市場の状況を踏まえ、「売り手と買い手のマッチングのためのイベント」については計上を見送ります。
	要求額の財源内訳（単位：千円）
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